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(Chen et al., 2005 [PubMed 15760339]) . [OMIM 24, 2008 & 3 B1;&: = Z (<77 EehlI& Ensembl BEIRAT/ A T4 i
ELAELOTHY, FENAET -2 L LTERBLTIESY, ER: —BOEEGABCBT £HELF L, MEE: 4EH, >0
A—%VEBRBIWAEE RNV ILEY Y ORHEEN T S EHER, —BOBUREED R+VLEY VIHEORATY. 20
ft:RNAI (= & % ABCBS Ofti§ (&, —EPDEEIEMIBO L\ DA DEFI T 2REZMEBOET. FBUMEABC M5V AR—42—
J7IY—ICBLES. FUMEABC PSS RR—4—T7IYU—ICBLES. ZHMMETI AAR—42— (TC3.A1201) 7772
J—TY. FUME1 DO ABCIREBEL 1 KA Y E2RH#FY. FUMET1 DORRM (RNARBHEF—7) RAMVEZIHEY. HH
2 DD ABC h SV RR—2—RAS VERHES, T2y MURBRTSA Y Y —LO—ETHS U11/U12 snRNPs D
BEZRTY, AEFEERRAT /YA b055, (D133 KR PRIRMARICL > THRRShES (AU /XVELAL) , [BRCE
RLTHY., BRAERICHENCHKRT 5, . WOAOBMERICHHEIRT 5. AMSEMY: O, FiE. S8, BEcR
Ry 3,

AP E

ABC b AKR—=%—;

BT —4

TRy N57 4 vaEE NUEASOREAGLSERE, 1. ABCBS T/ 4 0—F LAk
(11A2) % 1:200 [ZFER (4°C. —0%) . 2. YV IVEFT MU DA (pH 6.0) EHTH
REESEM, (>98°C. 20%43) %#1T- 7=, 3. ZRHA%E 1:200 (ZHER (ZR. 309) . *
AT47ar ha—ILE LTTRBUEADHER -,

Negative Control

b MTEASOREEYERE, 1, ABCBS /4 O—FIILFMK (11A2) (F%) % 1:200
IZHIR (4°C. —i%) . 2, Cy3 iR XHR%E 1:300 IZHR (BE. 50%) . 3, XB:
DAPI (&) 109, MA: 4—4v b, XB: DAPI, ®C: A+B D&M,

1) Hela, 2) 293T (1:2000 (&) OV IRAZ>TOv Mo,

Web: https://japan.enkilife.com E-mail: order@enkilife.com techsupport@enkilife.com



	
	製品名: ABCB5(11A2)マウスモノクローナル抗体
	カタログ番号: AMM06404
	概要
	説明
	宿主
	応用
	反応性
	標識
	修飾

	応用
	抗原情報
	背景
	ABCB5は、膜貫通タンパク質のATP結合カセット（ABC）トランスポータースーパーファミリーに属します。これらのタンパク質は、小さなイオン、糖、ペプチドからより複雑な有機分子に至るまで、構造的に多様な分子のATP依存性膜輸送に関与しています（Chen et al., 2005 [PubMed 15760339]）。[OMIM提供、2008年3月],注意：ここに示す配列はEnsembl自動解析パイプラインから得られたものであり、予備的なデータとして考慮してください。,注意：一部の著者はABCB1と命名しました。,機能：細胞からのローダミン色素および治療薬ドキソルビシンの排出を媒介する膜輸送体。一部の悪性黒色腫のドキソルビシン耐性の原因です。,その他:RNAiによるABCB5の枯渇は、一部の黒色腫細胞のいくつかの薬剤に対する感受性を高めます。,類似性:ABCトランスポーターファミリーに属します。,類似性:ABCトランスポーターファミリーに属します。多剤耐性エクスポーター（TC 3.A.1.201）サブファミリーです。,類似性:1つのABC膜貫通型1ドメインを含みます。,類似性:1つのRRM（RNA認識モチーフ）ドメインを含みます。,類似性:2つのABCトランスポータードメインを含みます。,サブユニット:U12型スプライソソームの一部であるU11/U12 snRNPsの構成要素です。,組織特異性:表皮メラノサイトのうち、CD133を発現する前駆細胞によって発現されます（タンパク質レベル）。広く発現しており、色素細胞に特異的に発現する。また、いくつかの悪性組織にも発現する。,組織特異性：心臓、肝臓、骨格筋、膵臓に発現する。,
	研究分野
	ABCトランスポーター;
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	パラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。1. ABCB5モノクローナル抗体（11A2）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。
	

	ヒト肝癌組織の免疫蛍光染色。1, ABCB5モノクローナル抗体（11A2）（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	1）Hela、2）293T（1:2000に希釈）のウエスタンブロット分析。

